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本
紙
な
ど
が
伝
え
る
地

域
に
密
着
し
た
ニ
ュ
ー
ス

を
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
目

の
不
自
由
な
人
た
ち
に
届

け
て
い
る

「鼎
声
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ス
鈴

木
智
子
会
長
）
は
８
日
、

恒
例
行
事
。
こ
と
し
も
利

用
者
た
ち
が
ハ
ー
モ

ニ
カ

や
コ
カ
リ
ナ
を
演
奏
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

「千
の
風
に
な

っ
て
」
や

「水
色
の
ワ
ル
ツ
「
だ
ん

な
さ
ま
」
な
ど
多
彩
な
曲

を
波
露
し
た
り
、　
一
緒
に

歌

っ
た
り
し
て
交
流
を
深

同
グ
ル
ー
フ
ガ
跡
り
上

げ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
は
放

送
さ
れ
な
い
身
近
な
地
元

の
ニ
ュ
ー
ス
。
マ
イ
ク
に

向
か

っ
て
本
紙
な
ど
の
新

聞
記
事
を
交
代
で
読
み
、

録
音
し
て
テ
ー
プ
を
送

っ

て
い
る
。

ス

″一満
霧
肛
ヽ
に

一０
日

が
注
目
し
て
い
る
リ
エ
ア

中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信

自
動
車
道
な
ど
身
近
な
話

題
が
楽
し
み
」
と
話
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
に
届

け
ら
れ
る
本
の
朗
読
や
、

前
段
に
収
録
さ
れ
る
会
員

た
ち
の
近
況
報
告
を
喜
ぶ

工冷
日
鍔
〒
〓
Ｅ
４
　
　
′
ン
ー
＝
ィ
ン

す
る
人

、
テ
ー
プ

の
ダ
ビ

ン
グ
を
手
伝

っ
て
く
れ
る

人
、
機
械
操
作
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ

，
フ
を
募
集
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

事
務
局
の
同
市
鼎
図
書
館

（電
話
⑩
９
９
０
■
）
へ
。

節
日
の
古
希
を
迎
え

第
９
回
山
岳
班
三
七
会

を
５
月
２６
日
に
松
川
町
清

流
苑
で
開
催
、
翌
日
２７
日

に
は
在
郷
の
ゴ
ル
フ
好
き

に
参
加
い
た
だ
き
、
高
森

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
３

組
９
人
の
コ
ン
ペ
を
行
い

ま
し
た
。

山
岳
班
三
七
会
は
顧
問

の
鋤
柄
先
生
と
山
岳
班
員

６
人

（関
東
か
ら
４
人

・

関
西
か
ら
２
人
）
、在
郷
同

期
の
友
５
人
の
総
勢
１２
人

の
出
席
を
得
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
鋤
柄
先
生
の

乾
杯
音
頭

「い
つ
ま
で
も

元
気
で
こ
の
会
が
続
く
こ

と
を
祈
念
し
て
乾
杯
」
で

開
会
致
し
ま
し
た
。

今
年
は
顧
間
の
先
生
及

び
山
岳
班
員
７
人
名
が
完

全
に
揃
い
踏
み
の
予
定
で

し
た
が
、
年
の
せ
い
か
期

近
に
な
っ
て

一
人
欠
け
、

自
治
会
の
行
事
の
た
め
に

当
日
も
う

一
人
が
不
参
加

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
飯
田
在
住
の
中
島
伊

佐
夫
君
が
新
た
に
仲
間
入

り
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
、
出
席
で
き
た
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
心
行
く

ま
で
談
笑
、
最
後
に
全
員

が
近
況
報
告

（あ
そ
こ
悪

い
、
こ
こ
悪
い
と
の
）
で

２
時
間
も
ほ
ん
の
数
分
に

感
じ
ま
し
た
。

幹
事
か
ら

「次
回
も
皆

元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

取
り
敢
え
ず
中
締
め
を
し

て
、
部
屋
に
帰
っ
て
心
行

く
ま
で
飲
み
直
し
ま
し
ょ

う
」
と
の

一
本
締
め
で
解

散
、
部
屋
に
帰
っ
て
の
二

茨
会
も
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
が
、
年
ご
と
に
飲

む
量
も
減
り
、
就
眠
時
間

も
早
く
な
っ
て
、
さ
す
が

に
寄
る
年
波
に
は
勝
て
な

く
な
っ
た
な
～
と
感
じ
る

茨
第
で
し
た
。

我
々
山
仲
間
は
飯
国
局

校
を
昭
和
３７
年
に
卒
業
、

は
や
古
希
を
迎
え
る
年
に

な
り
ま
し
た
。
卒
業
時
の

班
員
は
９
人

（う
ち
２
人

は
彼
の
世
へ
）
、毎
年

一
度

伊
那
谷
の
地
で
５
月
最
後

の
日
曜
日
に
集
ま
ろ
う
と

決
め
て
か
ら
９
年
に
も
な

り
ま
す
。
毎
年
同
時
期
開

催
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
決

め
や
す
い
と
の
意
見
で
開

催
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
も
一日
校
生
で
あ
っ

た
頃
に
帰
り
、
大
変
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
翌
日
２７
日
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
は
山
岳
班
員
３

人
に
大
島
先
生
の
ご
参
加

と
、
在
郷
同
期
生
の
協
力

参
加
者
５
人
の
計
９
人
の

出
席
を
得
、
量
局
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
で
楽
し
い

一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
後
は
反
省
会

と
ゴ
ル
フ
談
議
、
ま
た
ま

た
こ
こ
で
も
病
気
の
話
で

花
を
咲
か
せ
、
こ
れ
か
ら

墓
只
姜
破
に
帰
る
者
が

い
る
と
の
こ
と
で
早
々
に

切
り
上
げ
、
出
席
者
全
員

次
回
の
再
会
を
約
束
し
解

散
致
し
ま
し
た
。

本
会
に
ご
協
力
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
鋤
柄

・
大

皇
向
先
生
並
び
に
在
郷
の

三
七
会
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
班
員

一
同
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
次
回
も

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
（文
＝
馬
淵

洸
　
記
）

【出
席
者
】
鋤
柄
泰
先

生
、
北

林

明
、
木

下

往

勇
、
析
量

哭

、
里

基

安
、
中
島
伊
佐
夫
、
西
村

将
伸
、
平
松
和
純
、
福
澤

正
支
、
牧
野

一
元
、
馬
淵

洸
、
森
正
生
▽
ゴ
ル
フ
出

席
者
＝
大
島
明
先
生
、
木

鞠
蝙
鉤

村
美
智
子
、
越
田
孝
吉
、
　

林
徳
清
、
福
澤
正
支
、
馬

筒
井
基
安
、
中
谷
勝
好
、
　

淵
洸
、
吉
川
正
晃
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